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短報

Hirobumi OUJ~ i\， Daiji KOBA Y ASHl and Shun'iじい KOBAYASHI 1967 Effect on Snow 

Melt by Cover of Vinyl-I<.esin Film 日ndAluminum Foil. Lmc T，円 IIf)引 "afll!γ Sci一円ICC，~~Yer. 
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ネ皮う

融

ピ、ニー Jし骨子J己、よじて

に及 iます影

Jt..- 、

大 lrlr え;・小林大二・小林俺
(低111i科学問究所 、:¥-(，iど子二:1¥¥1"¥)
(1昭和， 42イド 7月そ珂!)

の

11M，気11ι111などの気匁要ぷが副!J13に及ぼす形作)Jを分断して調べたし、とjLlい，古!討を

YlrrlJJkJ!Jの透明なピニーノしイIJで波うと共にラアノレミニウム箔を1[1!;りつけて 11射を反射するよう

ーしたどニーノし布も隣接した呪而に減せて融勾の進行状況を観察したっ又アノレミ箔をjili!っ

築紙もfむってみた。 この 3つめ被し、の工 260cm X 260 cmでラ夙に飛ばされないよう I!L]Jll 

i土摂木で押さえたの第 1¥><¥にノ]えされたような状li、Eでビニーノレイli(l4Jl 6 11 9時から 911 9 ま

で;)1111'rJ，築紙は 21111¥Jつーに白かれた。 1，11(土降らなか勺たのでラ ['11(J) hl~持はわからなか，)

たが， 11身、fのちはmわれちプノレミ箔を11，liりつけた被いの部分だけ らJ¥'(1)浅されてl保

り[ーってし、たの第 21ヌ!はこのことを

!リjらかにノJ、している r写の附rIflí'デ~\で

あるのィ'-î{則の{氏い {il~分は透明 tJ: ビニ

ーノLイliが被，)ていたとこんでありラ

メdHlJ円高い所はアノLミニウム知念[!，I，

りつけ、たビニーノ[， 11iが被)ていたと

ニんであるσ'11リとの部分はfiilいの無

カい〉たとこんであ石。 ビニーノしの純

L 、とiJ11iオとi工下!とLて Lて

いたわけではないので，気品[からの

に対し ては社I;i~ 、断熱材介入h

7ニニとになるの 4 IJ 6 11 0) 、ド均気i~l

l工戸 04C)"Cラ71](土十1.40く℃ラ 811 は

十l.l:iDCであ')たの叉雪i雨1:20cm 

の気治につし¥てみると， 4}j 7 11に

中 北海近大学仮出科学研究所染色¥ 第 835~7 

第 1al ";iIlIにii'i:かれた 3つの妓い o 2 11 11タフJ-う

Lr~: Iin¥.JAミ111ビユ F ノLイ 2らoC111X 2(，0 C111 
/(i: ?htl末)[1ピ二←ノレイ1Iにアノレミニウム1fiなII'i

りつげたιめの 260 cm X 260 C111 
{i奥ー アノレ:ニヴ人約をllIiりつけた建築紙

260 cm X 290 C111 

低温科学物理策第 25釈明;fll42 :W. 



22() 大iftj治文・小林大…小林佼ー

主lll¥:jから 1411!j:"l()うよlfiまで irt 

ム 6.0ないし十6.WC(こな〉といる

11没 1711:]54分刷会岐にし C')，，: 

ドにトりう :2'211:jには 71'C 、ザ

LCl、ど)'0 4 )J 8 11には lllJ午:30

分ヵ、ら 1411:] :30分GJCfまでは 4.9な

L 、L5.3C "( あった。 ニオL手の他

から与えて以!I'dノ足元から，rt 1(4iに与

えられた熱と，伐IL¥J'ノ;て気iこ'}(II'jjカ

ら与えられた熱とはほ Lくラ

気治iによと)riI虫三宮はほとんと無カ

たと与えても大雑J巴な ~'f'r). として

は許会さuる vむあろう。

第 2~ ビニーノし被いドの'1;'の鈴11'1断lifIo 2i'i 1 1浅の家jHI]
から '3H 11 4 JJ ':!日 1;りI':!昨jjに Jう'す。 ld日j泊、アノレ

ε 二ウム箔{、jピニーノしめれ 1-;1illlは透明ピユ←

2つの被L、日〕ドでみられる ノレのド。 '1'火:ヱ自然のま王の状態

の来は ヨi(J) I字さ 5cm-11身、}の影響のえ:を表わLている。表I討近くの積立?の、ド均密度合 0.40g/

cm3，千五j(時 li~j(仏政に宮市JI'[I))合水率会 14% とすると，乾き伴iI主:は O:l4 g/cm:'となる。

e' 5 cmのつJ金融すには単位[自当りl:-l6calの*+¥が必要である J このIfiJ，コ、ノしチンスキー 11身、}

;i!によってz記録された 1I射のも伯l主1060cal/cm~ であザ〉た。 した/トって 11有、JU)ほほ U;Yc，が

融':J{fニ{史オフれたことになる。 ニJtは存[包の光の減裂やゴ~U)粒)支から予想、される約 905もの

)ぷ具、j率とほぼF7d〉ている。

I'j然のす!自iと透iリjビニールイ¥l彼い卜 υγ とのおさの主は， ビニーノしイ1) 卜¥C(1 )-1'-"1.¥京子とが

:1111えられているのに， I'j然、古i白iでは行筆蒸発が{Jえにわれと 19勺り 676cal の会M~{~われている

ので， それだけ融雪泣が少なし、からである。 融J-t1-:止の長三f1)'/さで 1cm 1出丸 ii!l{ウ:出約三IIり

0.34 g程度であるから，熱iItにして'27.'2cal/cm2の走である。 これだけの熱拾が舛禁法発に付:

われたとすれば， 汗芸輩告/法(宍実発した，よJ{のl?d山:

ピニ一ノルしの内[出創に7水1'CI渦尚がたく 3ん{千付、，j着Lていた O これはタ)jあるいはf幻詰]なと Jノ足気が冷え

たとき，から昇華 した水 ビニーノしんγコ内的iに舛華i::¥j退去iiLたものが込町は融けて

7J¥.lnねにな")たものであろう。凝tiiIのときの潜熱はほとんど惰気に伝えられるからフ夜間jの汗華

発は1' 1 然ilíll'tî でもビニーノ~ ，f!iドでも熱的にはは じようにみえるが? I'j然'111自jからは水ぷ気そ

のものが乱流拡散によってツ出向に逃げるので， 出!支の日;~~キがあるのにう ビニ F ノ ~I両日亡、 l

によって温められた惰気が乱1!iC拡散でJノ出向に逃げていくだけである。

この実験は北i1lf:J直大学14れ包江j'f也l'j木{:)(-111.看 J占，fVrテニスコート 'ciJ なJ)~ Lたもの る。

[11:請になった関係者の方々に以くお礼を中し卜Jずる O


